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暑さも日に日に増し、いよいよ夏本番が近づいてきました。明日から夏休みが始まりますね。

規則正しい生活と、バランスの良い食事をとることで体調を整え、楽しい夏休みを過ごしてくだ

さいね。2学期に元気なみなさんにお会いできるのを楽しみにしています。 

さて、今回の食育だよりでは、学校給食や本校の食育についてご紹介します。 

 

 

学校給食について 

  学校給食は、厚生労働省による「7つの学校給食目標」に基づき実施されています。給食は学

校教育の一環と位置付けられ、心身の発達を支えるとともに、生きた教材としての役割も担って

います。 

県立の特別支援学校の献立は全て完全独自献立となっており、各校の栄養士が毎月献立を立て

ています。栄養バランスよく安全かつ衛生的であることはもちろん、旬の食べ物を使い季節感を

出したり、地元の食材を使用しながら、日本や世界各地の料理に触れるきっかけになったりする

ような献立作りを心がけています。無理なく安全に提供できるよう、日々調理員さんたちと試行

錯誤しています。 

 

また、児童生徒に食への関心を持ってもらうために、当日の給食にその日の料理や使用した食

材について食育メモやクイズなどを掲載した「ぱくぱくだより」を各クラスに配布しています。 

学校給食法 

第二条より 



7月の行事食 「七夕メニュー」 

7月 7日（水）に七夕メニューを実施しました。 

タチウオのホイル焼きと七夕汁には、星形のにんじんを使用

しています。また、デザートに七夕ゼリーをつけました。 

この日のぱくぱくだよりでは、“織姫と彦星の伝説について”

と“日本各地のそうめん料理について”を紹介しました。 

朝食に関するアンケートを実施しました 

5月に本校高等部の生徒を対象に朝食についてアンケートを行いました。 

「朝ごはんを週に何日食べているか」

という質問では右のグラフのような結

果になりました。 

朝ごはんを週に 4日以上食べている

生徒は全体の 73％でした。多くの生

徒が朝ごはんを習慣的に食べているこ

とが分かりました。 

朝ごはんは、1日を元気に過ごすた

めの大切なエネルギー源です。朝ごは

んを食べないと夏バテや熱中症になる

危険性が高まります。夏休みになる

と、ついつい夜更かしをして朝起きる

のが遅くなってしまいがちですが、早寝・早起きをしてしっかりと朝ごはんを食べましょう。 

とはいえ、忙しい朝に朝ごはんを用意するのは大変だと思います。そこで、調理せずに食べられ

る食材や電子レンジで温めるだけで食べられる食材などを準備しておくと便利です。おすすめの

食材をいくつか紹介するので、ご家庭の状況に合わせてご活用ください。 

 

おすすめの常備食材  

  

そのままで食べられるもの、簡単な調理で食べられるもの

など、ご家庭の状況に合わせて活用してください。 


